
京都インターアクト美術学校 沿革 

 

1963 年 インターナショナルデザイン研究所創立（所長：上野伊三郎）。 

京都市左京区下鴨北園町にある彫刻家：故清水礼四郎のアトリエを教室に本科学生 7 名

を迎え、上野伊三郎・リチ夫妻と協力スタッフ 9 名の体制で開学。 

1964 年 京都市左京区下鴨宮崎町へ教室を移転。 

1965 年 京都市左京区田中東春菜町へ教室を移転。 

 鉄工所跡建物を教員・学生の手で教室に改造。 

1966 年 本科 2 年に加えて専攻科 1 年を設置。 

1968 年 創設者：上野リチ逝去。 

1970 年 鉄骨造 2 階建の新築校舎竣工。 

1971 年 学校法人インターナショナル学園設立認可。 

インターナショナルデザイン学校へと改称。 

1972 年 創設者：上野伊三郎逝去。吉村午郎が学校長に就任。 

1976 年 専修学校制度によりインターナショナル美術専門学校へと改称。 

本科を 3 年制としその上に専攻科 1 年を置く改組。さらに本科を美術科、専攻科を美術専

攻科へと改称。 

1977 年 創立 15 周年記念講演開催。 

講演者：ハインリヒ・タウト、演目：「ブルーノ・タウトとの思い出」。 

1983 年 4 階建・地下 1 階の新築西校舎竣工。 

1986 年 吉村午郎が学校長を退任。佐藤義雄が学校長に就任。 

1987 年 ＜リチ・上田＝リックス＞展開催（於：比燕荘） 

 京都市・ウィーン市・オーストラリア大使館など後援。 

1988 年 佐藤義雄が学校長を退任。土肥美夫が学校長に就任。 

1989 年 土肥美夫逝去。林剛が学校長に就任。 

1991 年 木造 2 階建の増築南校舎竣工。 

1993 年 京都インターアクト美術学校へと改称。 

「インターナショナル美術専門学校・30 年の記録」発刊。 

1994 年 新カリキュラム開始。 

2004 年 創立 40 周年記念出版事業。 

 Method STAGE-A「美術教育の実践記録」発刊。 

2007 年 2009 年 3 月の閉校決定。入学募集停止。 

2008 年 学校法人の合併・解散。 

 学校法人インターナショナル学園は学校法人京都精華大学が吸収合併。 

創立 45 周年記念出版事業。 

 kisa DOCUMENTS STAGE-B/C「美術教育の実践記録」発刊。 

2009 年 「京都インターアクト美術学校・1963-2008」発刊。 

2009 年 3 月 31 日をもって閉校。 

 

（典拠資料：「京都インターアクト美術学校・1963-2008」） 


